
検
査･

治
療
体
制
構
築
の
た
め
の

最
新
鋭
モ
ダ
リ
テ
ィ
選
定
と
運
営
へ
の
貢
献

　
新
規
循
環
器
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視
点
か
ら

山
口
隆
義１

華
岡
慶
一２

医
療
法
人
春
林
会 

華
岡
青
洲
記
念
心
臓
血
管
ク
リ
ニ
ッ
ク

１
理
事
・
診
療
技
術
部
長　

２
理
事
長
・
院
長
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医
療
法
人
春
林
会
華
岡
青
洲
記
念
心
臓
血
管
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
図
１
）
は
、
札
幌
市
中
心
部
に
位
置
す
る

循
環
器
専
門
の
有
床
（
19
床
）
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

施
設
名
に
あ
る
「
華
岡
青
洲
」
は
、
江
戸
時
代
に
活

躍
し
た
外
科
医
で
、
世
界
で
初
め
て
全
身
麻
酔
下
で

の
外
科
手
術
（
乳
が
ん
手
術
）
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。理
事
長
は
そ
の
直
系
に
当
た
り
、

祖
先
の
志
を
現
代
の
医
療
で
具
現
化
す
る
た
め
の
場

と
し
て
、
２
０
１
６
年
８
月
に
開
院
し
た
。

　

医
師
は
８
名
で
、
全
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
医
お

よ
び
認
定
医
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、
冠
動
脈
治
療

や
不
整
脈
に
お
け
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
、
末
梢

血
管
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
幅
広
い
領
域
の
診
療

に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
の
各
地
域
に
お

け
る
非
常
勤
医
師
と
し
て
の
診
療
や
地
域
医
療
支
援

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
看
護
部
門
や
診
療
技
術
部

門
に
は
、
循
環
器
領
域
で
の
経
験
豊
富
な
職
員
が
集

結
し
て
お
り
、
少
数
精
鋭
で
は
あ
る
が
、
開
院
準
備

か
ら
今
日
ま
で
の
日
常
診
療
に
加
え
て
、
救
急
診
療

へ
も
十
分
に
対
応
で
き
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

最
新
鋭
Ｃ
Ｔ
導
入
で
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ 

検
査
内
容
の
差
別
化
を
図
る

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
「
低
侵
襲
」
を
１
つ
の
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
、
診
断
か
ら
治
療
に
至
る
ま
で
の
最

先
端
医
療
を
外
来
お
よ
び
短
期
入
院
で
提
供
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
般
的
な
有
床
ク
リ
ニ
ッ
ク

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る
中
核
医
療
施
設

の
循
環
器
セ
ン
タ
ー
と
同
様
の
設
備
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
必
要
と
な
る
。

　

特
に
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
急
性
期
疾

患
を
扱
う
に
は
、
画
像
診
断
ツ
ー
ル
か
ら
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
等
に
用
い
る
各
種
の
Ｘ
線
医
療
機
器
お
よ
び

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
に
加
え
て
、
補
助
循
環
装

置
な
ど
の
全
て
を
網
羅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
中
で
、
外
来
診
療
に
お
け
る
画
像
診
断
ツ
ー
ル
と

し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
Ｃ
Ｔ
装
置
で
あ
り
、
狭
心
症

要
旨
：
地
域
で
急
性
期
疾
患
を
扱
う
新
規
循
環
器

専
門
の
有
床
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
、
高
度
医
療
機

器
の
配
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
専
門
特
化
す

る
に
は
外
来
診
療
ま
た
は
入
院
治
療
に
お
け
る
他

施
設
と
の
差
別
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時

に
地
域
に
お
け
る
調
和
と
共
生
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
。

図１　当クリニックの外観

山口氏華岡氏
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に
対
す
る
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
今
や
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
る
冠
動
脈
造
影
検
査
を
代
替
え
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
急
性
冠
症
候
群
で
不
安
定
狭

心
症
や
非
Ｓ
Ｔ
上
昇
型
心
筋
梗
塞
が
疑
わ
れ
る
場
合

に
お
い
て
も
、
冠
動
脈
病
変
を
否
定
す
る
目
的
に
お

い
て
は
診
断
能
の
高
い
検
査
手
法
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
多
く
の
施
設
で
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
に
行
わ

れ
て
い
る
の
は
64
列
相
当
の
装
置
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
っ
て
不
十
分
な
画
質
し
か
得
ら
れ
な

い
場
合
や
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
変
わ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
検
査
と
し
て
は
被
ば
く
線
量
が
多
く
な
っ
て
し
ま

う
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
特
に
評
価
困
難
な
場
合
に

は
、
カ
テ
ー
テ
ル
造
影
検
査
を
施
行
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
も
な
る
。

　

我
々
の
考
え
る
循
環
器
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
等
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
レ
ベ
ル

で
は
な
く
、
よ
り
安
定
し
た
画
質
と
と
も
に
冠
動
脈

の
精
査
が
行
え
る
Ｃ
Ｔ
検
査
を
目
標
と
し
て
お
り
、

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
内
容
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ

た
第
３
世
代
の
３
２
０
列
で
あ
るA

quilion O
N

E

／GEN
ESIS Edition

（
図
２
）
は
、
我
々
が
目

標
と
す
る
検
査
内
容
を
低
被
ば
く
で
行
え
得
る
装
置

で
あ
り
、
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
装
置
で
は
、
こ
れ
ま
で
評
価
の
難
し
か
っ
た

高
度
石
灰
化
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
内
腔
に
関
し
て
、
我
々

が
考
案
し
た
撮
影
手
法
と
特
殊
な
サ
ブ
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
技
術
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
評
価
可
能
な
画

像
が
得
ら
れ
る
た
め
、
よ
り
正
確
な
冠
動
脈
の
情
報

が
取
得
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
冠
動
脈
の
３
次
元
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

数
値
流
体
力
学
解
析
に
よ
るfractional flow

 
reserve

（
Ｆ
Ｆ
Ｒ
：
機
能
的
血
流
予
備
能
比
）
の

算
出
も
可
能
で
あ
り
、
Ｃ
Ｔ
検
査
の
み
で
冠
動
脈
病

変
の
存
在
か
ら
治
療
の
必
要
性
ま
で
を
評
価
で
き

る
。
こ
れ
は
、
外
来
に
お
け
る
狭
心
症
な
ど
の
診
断

に
加
え
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
治
療
が
標
準
的
な
現
状
に

お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
検
査
に
お
い
て
大
き
な
差

別
化
が
図
れ
て
い
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
画
像
解
析
を

検
査
終
了
か
ら
１
時
間
以
内
に
完
了
す
る
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
を
実
現
し
て
い
る
た
め
、
同
日
中
に
検
査
結
果

を
踏
ま
え
た
診
察
が
行
え
る
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
重
症
度
を
即
時
判
断
し
早
急
な
入
院
治
療

に
つ
な
げ
た
り
、
他
院
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
術
前
評
価
と
し
て
の
心
精
査
に
も
、
即
時
対
応

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
万
全
に
行
う
た
め
の 

モ
ダ
リ
テ
ィ
環
境

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
２
つ
の
血
管
造
影
室
が
あ

り
、
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
診
断
お
よ
び
治
療
が
行

わ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
冠
動
脈
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
で
は
、
血
管
内
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
で
あ
る

図３　 バイブレーン装置を導入した血管造影室（Allura Clarity FD10/10：フィ
リップス エレクトロニクス ジャパン）

図２　 第３世代の320列CT装置（Aquilion ONE／GENESIS Edition：東芝メディ
カルシステムズ）

最新モダリティ導入が生む経営的効果総特集

総  論

経営戦略視点からみた
導入効果

最新鋭装置導入が示す
病院戦略

P.55

100

70

50

30

0

D
IP
制
作
4
課
　
9
J
 

月
刊
新
医
療
２
０
１
７
年
４
月
号
 

K
ﾊ
ﾅ
ｵ
ｶ
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

1
 

製
　
版
　
課
 

 島
森
 
1
 

華
岡
先
生
 

 

1
2
4
9
1
5
5
4
 
0
3
2
1
 

山
口

3
 

CS5

D
IP
制
作
4
課
　
9
J
 

月
刊
新
医
療
２
０
１
７
年
４
月
号
 

K
ﾊ
ﾅ
ｵ
ｶ
　
 

製
版
者
 
訂
正
回
数
 

色
　
数
 

1
 

製
　
版
　
課
 

 島
森
 
1
 

華
岡
先
生
 

 

1
2
4
9
1
5
5
4
 
0
3
2
1
 

山
口

3
 

CS5



（    ）56新　医　療　2017年4月号

血
管
内
超
音
波
や
光
干
渉
断
層
装
置
に
加
え
て
、
大

動
脈
内
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン
グ
装
置
や
経
皮
的
心
肺

補
助
装
置
も
配
備
し
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
も
対
応
可

能
な
環
境
を
整
え
て
い
る
。
近
年
で
は
、
完
全
慢
性

閉
塞
性
病
変
な
ど
の
難
易
度
が
高
く
複
雑
な
病
変
に

対
す
る
治
療
も
行
わ
れ
、
良
好
な
治
療
成
績
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
必
要
に
応
じ
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
複
雑
さ
か
ら
長
時
間
の
手

技
に
対
す
る
患
者
お
よ
び
術
者
被
ば
く
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
患
者
被
ば
く
に
関
し
て
は
皮
膚

障
害
を
意
識
し
な
が
ら
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

最
近
で
は
皮
膚
線
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
視
化
す

る
装
置
も
あ
る
が
、
そ
の
情
報
が
術
者
の
手
技
に
与

え
る
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

　

抜
本
的
な
解
決
策
は
、
治
療
に
必
要
な
画
質
を
維

持
し
た
状
態
で
の
さ
ら
な
る
被
ば
く
線
量
低
減
で
あ

り
、
今
回
我
々
は
、
血
管
造
影
Ｘ
線
撮
影
装
置
と
し

て
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス 

ジ
ャ
パ
ン

のA
llura Clarity

シ
リ
ー
ズ
を
選
択
し
た
。
開
院

か
ら
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
慢
性
完
全
閉
塞
病
変

に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
で
の
患
者
被
ば
く
線
量

は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
お
よ
そ
半
減
の
印
象
で
あ

り
、
患
者
皮
膚
線
量
の
低
減
に
加
え
て
治
療
時
間
に

対
す
る
術
者
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
幅
に
低
減

し
、よ
り
治
療
に
専
念
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
北
海
道
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

病
院
か
ら
難
易
度
の
高
い
治
療
依
頼
や
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
不
成
功
症
例
な
ど
の
紹
介
も
あ
る
た
め
、
よ
り

安
全
で
精
度
の
高
い
治
療
を
行
う
た
め
の
設
備
投
資

は
必
須
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
循
環
器
の
専
門
医
が
集
ま
っ
て
公
開
手
術

を
行
い
、
会
議
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
じ
て
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
医
師
ら
が
中
継
を
見
な
が
ら
手
技
な
ど

に
つ
い
て
情
報
交
換
や
議
論
を
行
う
ラ
イ
ブ
手
術
の

実
施
医
療
機
関
で
も
あ
り
、
血
管
造
影
室
内
だ
け
で

は
な
く
手
技
を
観
察
す
る
操
作
室
の
広
さ
や
画
像
表

示
シ
ス
テ
ム
も
充
実
さ
せ
、
現
在
は
、
北
海
道
内
の

循
環
器
医
師
お
よ
び
関
連
職
種
を
対
象
に
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
生
体
吸
収
型
ス
キ
ャ
フ
ォ
ー
ル
ド

の
植
え
込
み
に
関
す
る
院
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

も
開
催
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
不
整
脈
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
血
管
造
影
室
の
柔
軟
な

運
用
を
考
慮
し
て
セ
ン
ト
・
ジ
ュ
ー
ド
・
メ
デ
ィ
カ

ル
（
現
・
ア
ボ
ッ
ト
）
のW

orkM
ate Claris

を

２
台
導
入
し
、
ど
ち
ら
の
血
管
造
影
室
で
も
あ
ら
ゆ

る
不
整
脈
治
療
が
で
き
る
環
境
と
し
た
。

　

主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
心
房
細
動
に
対
す
る
ク
ラ

イ
オ
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
建
築

段
階
か
ら
窒
素
ガ
ス
の
排
ガ
ス
ル
ー
ト
も
設
置
し

た
。
ま
た
、
患
者
の
負
担
軽
減
も
考
慮
し
、
全
身
麻

酔
に
よ
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
て
い
る
。

循
環
器
疾
患
を
担
う
専
門
施
設
と
し
て
の 

シ
ス
テ
ム
構
築
と
連
携
強
化

　

開
院
か
ら
ま
だ
１
年
未
満
で
は
あ
る
が
、
地
域
医

療
に
お
け
る
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
役
割
は
少
し
ず
つ
具

体
的
な
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

札
幌
市
内
に
は
専
門
性
を
重
視
し
た
中
規
模
病
院

が
多
く
、
他
科
と
の
連
携
が
１
つ
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
が
広
く
普
及
し
た
今
、

地
域
に
お
け
る
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
は
比
較
的
容
易
な
環
境
と
考
え
ら
れ
、
厚
生
労
働

省
で
も
こ
れ
を
推
進
し
て
い
る
。

　

我
々
も
、
地
域
で
急
性
期
を
含
め
た
循
環
器
疾
患

を
担
う
専
門
施
設
と
し
て
、
連
携
の
深
い
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
オ
ン
タ
イ
ム
で
双
方
向
の
医
療
情
報
共

有
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え
て
い
る
。
こ

れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
煩
雑
な
オ
フ
ラ
イ
ン
に
よ
る

情
報
提
供
行
為
か
ら
解
放
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
な
運

用
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が

紹
介
患
者
増
に
つ
な
が
れ
ば
、
我
々
の
得
意
と
す
る

外
来
診
療
機
能
が
よ
り
機
能
的
に
行
わ
れ
、
高
度
医

療
機
器
が
さ
ら
に
地
域
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
年
度
内
に
は
札
幌
市
内
に

お
け
る
第
二
次
救
急
医
療
体
制
に
も
参
画
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
に
向
け
た
人
員
体
制
の
強

化
や
人
材
育
成
も
検
討
中
で
あ
る
（
図
４
）。

　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
が
話
題
と
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
は
各
都
市
や
地
域
で
の
医
療
施
設
の

図４　当クリニックの救急搬入口
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あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
医
療
施
設
と
し

て
の
差
別
化
を
考
え
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
医
療

を
目
指
す
の
か
を
示
す
理
念
の
共
有
が
重
要
で
あ
る
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、“
誠
実
な
実
践
”“
合
理
的

考
察
”“
先
進
の
追
究
”“
調
和
と
共
生
”
を
理
念
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
“
合
理
”
は
時
代
と
と
も
に

常
に
変
わ
る
も
の
で
、
経
験
に
固
執
せ
ず
常
に
先
進

を
追
求
し
、
新
し
い
も
の
を
恐
れ
ず
に
取
り
入
れ
る

感
覚
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

循
環
器
疾
患
に
関
す
る
診
断
や
治
療
法
は
、
ま
さ

に
日
進
月
歩
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
医
療

機
器
や
材
料
の
積
極
的
な
開
発
と
先
進
の
治
療
へ
の

追
求
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
我
々
が
今
後
も
目
指

し
て
い
く
医
療
に
合
致
す
る
新
た
な
高
度
医
療
機
器

を
選
定
し
、
そ
れ
が
地
域
や
連
携
医
療
機
関
と
で
作

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
調
和
し
共
生
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
大
規
模
病
院
内
以
上
に
我
々
が
保
有
す

る
医
療
資
源
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

※　
　
　
　
　

※

山
口
隆
義
（
や
ま
ぐ
ち
・
た
か
よ
し
）
●
65
年
北
海
道

生
ま
れ
。
89
年
北
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部
診
療
放
射

線
技
術
学
科
卒
。
17
年
金
沢
大
大
学
院
医
薬
保
健
学
総

合
研
究
科
保
健
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
89
年
か

ら
北
光
循
環
器
病
院
（
現
・
カ
レ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
北
光
記

念
病
院
）
に
勤
務
。
00
年
副
技
師
長
、
04
年
技
師
長
。

06
年
カ
レ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
時
計
台
記
念
病
院
放
射
線
科
課

長
、
08
年
北
海
道
社
会
保
険
病
院
（
現
・
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
北

海
道
病
院
）
副
診
療
放
射
線
技
師
長
、
16
年
よ
り
現
職
。

華
岡
慶
一
（
は
な
お
か
・
け
い
い
ち
）
●
58
年
北
海
道

生
ま
れ
。
84
年
北
大
医
卒
。
同
年
第
一
内
科
入
局
。
北

海
道
内
で
初
期
臨
床
研
修
後
、
89
年
か
ら
国
立
札
幌
病

院
循
環
器
科
勤
務
。
99
年
北
海
道
社
会
保
険
病
院
（
現
・

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
北
海
道
病
院
）
循
環
器
内
科
に
勤
務
し
、
05

年
同
院
循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
と
な
り
、
16

年
よ
り
現
職
。
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